
 令和７年９月 第８７号 

  
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

ババラランンススのの良良いい食食事事でで  

免免疫疫力力 UUPP！！  毎毎日日果果

物物 220000ｇｇ食食べべままししょょうう。。  

 
 
果果樹樹をを巡巡るる動動きき 
・・令令和和８８年年度度果果樹樹支支援援

対対策策予予算算概概算算要要求求のの

概概要要ににつついいてて 
                          ｐｐ１１ 

 
中中央央果果実実協協会会かかららのの
おお知知ららせせ 
・・令令和和６６年年度度果果物物のの消消

費費にに関関すするる調調査査結結果果

報報告告書書 
                          ｐｐ４４ 

 
業業務務日日誌誌 
                  ｐｐ６６ 
 
 
 
 
 
 
 
 

令令和和７７年年９９月月 
第第８８７７号号 中中央央果果実実協協会会ニニュューーススレレタターー  

 

令令和和８８年年度度果果樹樹支支援援対対策策予予算算概概算算要要求求のの概概要要ににつついいてて  
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果果樹樹をを巡巡るる動動きき 

１．はじめに 

全国の果樹関係者の皆様におかれまして

は、日頃より、国の果樹振興施策の推進に御

理解いただくとともに、その円滑かつ効果的な

実施に御協力・御尽力を賜り、感謝申し上げ

ます。 

本稿では、令和７年８月２９日に農林水産省

が公表した令和８年度予算概算要求のうち果

樹支援対策（果樹農業生産力増強総合対策）

について御紹介します。 

２．概算要求の基本的な考え方 

我が国の果樹農業は、中山間地域を始めと

する地域農業の基幹品目であるとともに、高

品質な日本産の果実は、国内外から高く評価

されています。しかしながら、人口減少等を背

景にした担い手・後継者の不足や、顕在化す

る気候変動に伴う高温等の影響により、果実

の生産量は減少しており、国内外の需要に対

して国内生産が対応しきれていない状況とな

っています。 

このような中、国民の需要に応える果樹農業

であり続けるためには、省力的な樹園地への

転換や担い手・労働力の育成・確保等により、

果樹の増産に向けて生産基盤の強化を加速

化していく必要があると考えています 

また、こうした産地での生産性向上の取組を

進めてもなお、それを上回るペースで果実の

生産量の減少が進むことが懸念されるため、

栽培面積、生産量の維持、さらには増大を実

現していくためには、スマート農業技術や雇

用労働力を活用し、大規模かつ効率的な果

樹生産を行う経営体の育成・参入も同時並行

で進めていく必要があると考えています。 

このため、令和８年度予算概算要求では、

食料・農業・農村基本計画や果樹農業振興基

本方針に即し、引き続き産地単位での優良品

種・品目への改植・新植を推進するとともに、

大規模・効率的な果樹生産を行おうとする経

営体による改植・新植等の支援、近年顕在化

する気候変動への対応として、まとまった規模

での技術的対策の導入や、高温に対応した

栽培体系への転換、高温適応性を有する品

目の導入等、産地ごとの気候変動対応モ

デルの実証等の取組への支援を新たに要

求しています。 

次項では、概算要求の主な内容を御紹

介します。 

３．果樹農業生産力増強総合対策 

（１）果樹経営支援対策事業・果樹未収益

支援事業 

各市町村が中心となって策定する地域計

画の目標地図に位置づけられた者が将来

にわたって営農を行うことが確実な園地を

対象に、優良品目・品種への改植・新植

と、それに伴う未収益期間の幼木の管理に

要する経費を支援します。なお、産地の労

働生産性の向上に資する省力樹形の導入

を優先的に支援します。 

また、自園地を省力樹形に一斉改植し、

当該園地が成園化するまでの間は代替園

地で営農を継続する取組や、小規模園地

整備、多目的防災網を含む防風ネット等の

設備の導入、放任園地発生防止対策等の

取組を引き続き支援します。 

（２）果樹型トレーニングファーム推進条件

整備事業 

果樹産地における新たな担い手の確保・

定着に向け、整備した園地で新規就農希

望者の研修を行い、園地を研修終了後に

居抜きで継承する果樹型トレーニングファ

ームの整備や、その運営に必要な技術指

導・管理委託等に要する経費等を支援しま

す。 

（３）果樹優良苗木・花粉安定確保対策事

業 

省力樹形の導入等に必要な苗木の安定

生産・供給に向け、苗木の省力的生産及

び契約生産の拡大に必要な安定生産技術

の導入の取組を支援します。 

また、国産花粉の安定生産・供給に向

け、花粉専用樹の改植・新植等による花粉

専用園地の整備や育成管理経費を支援し

ます。 
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（４）果実流通加工対策事業 

国産果実の加工・業務用需要に対応するため、産地が

主体となって行う果実加工品の試作の取組、省力化栽

培・出荷技術等の実証、高性能・高機能搾什機等の整備

による消費者ニーズへの対応、国産果実の需要に適応し

た契約取引の実証や、実需者とともに行う契約栽培技術

の実証等を支援します。 

 

 

果樹経営支援対策事業・果樹未収益支援事業（事業内容・イメージ）
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   果樹型トレーニングファーム推進条件整備事業（事業内容・イメージ） 

（５）果樹農業構造転換支援事業（拡充） 

「産地構造転換パイロット事業」を「果樹農業構造転換支

援事業」に改変し、法人経営体等による省力樹形等への

大規模な改植・新植と、それに伴う未収益期間の幼木の管

理に要する経費を支援するとともに、近年顕在化する気

候変動への適応対策として、まとまった規模での高温障

害等の発生低減に向けた資機材の導入や、高温に対応

した栽培体系への転換、高温適応性を有する品種の導

果実流通加工対策事業（事業内容・イメージ） 



厚生労働省が実施している「国民健康・栄養調査」にお

いては、果実類の摂取量の減少傾向が続いており、令和

５年調査結果では１人１日当たり８８.４グラムと９０グラムを

割り込みました。 

このため、令和６年度においては、経年変化をみるため

に調査を行っている果物の摂取状況、摂取意向・意識に

加え、近年の環境問題への関心の高まりを受けて規格外

の果物(エシカルフルーツ)の消費についての調査を行い

ました。ここでは調査結果の一部を紹介しますが、紹介し

きれなかったデータは、当協会ホームページの「調査資

料」欄に掲載していますので、ぜひご覧ください。 

https://www.japanfruit.jp/research/domestic.html

〇 調査対象者等 

令和２年度国勢調査の調査対象都道府県ごとの人口構

成比に合わせて性別・年齢別に割付を行い、全国の満２０

歳以上７０歳未満の男女２,０６２人を無作為抽出して、イン

ターネット調査を実施しました。なお、本調査の対象とした

果物には、いちご、すいか、メロンを含んでいます。

１ 果物をほぼ毎日摂取している人は５人に１人

果物の摂取頻度は、「ほとんど食べない」が２７.６％と最

も高くなっており、次に高いのが「ほぼ毎日食べている」が

２１.０％で、令和５年度と順番、数値ともほぼ同じとなって

います。特に、男性の２０代では３５.０％、３０代では 

３５.５％が「ほとんど食べない」となっているなど、男性は女
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令令和和６６年年度度果果物物のの消消費費にに関関すするる調調査査結結果果報報告告書書         －－需需要要促促進進部部－－ 

果樹農業構造転換支援事業（事業内容・イメージ） 

入等、各産地における気候変動対応モデルの構築に向け

た実証を新たに支援します。 

また、果実に対する国内外の強い需要に応えるため、ス

マート農業技術の導入や流通事業者等との連携により生

産供給体制を刷新し、生産性を飛躍的に向上させるため

の産地構造の転換に向けたモデル実証の取組を引き続き

支援します。 

４．終わりに 

令和８年度予算については、今後政府内で検討を進

め、本年１２月に政府予算案として概算決定された後、国

会での審議を経て成立することになります。このため、今

回御紹介しました予算要求の内容については、今後の予

算折衝の過程で変更となる場合がありますので御留意く

ださい。 

また、予算要求の内容については各種機会をとらえて

情報提供してまいりますので、果樹関係者の皆様方にお

かれましては、関係機関の皆様と連携いただき、将来を

見据えた議論の中で、拡充内容も踏まえた事業の活用を

御検討いただければ幸いです。 

中中央央果果実実協協会会かかららののおお知知ららせせ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 性に比べ、いずれの年代でも「ほとんど食べない」割合が

高い傾向にあります。 

一方、「ほぼ毎日摂取する」、「週に３～４日」など摂取

頻度が高い人の割合は、前年と同様に年齢層が高くなる

に従って高くなっていく傾向があり、特に女性でこの傾向

が強く見られます。 

月に１回以上果物を食べている人の１日当たりの果物

の 摂 取 量 で は 、 「 ５ ０ ｇ か ら １ ０ ０ ｇ 未 満 」 が 最 も 多 く 

３２.０％、次いで「１００ｇから１５０ｇ未満」が２８.７％でし

た。令和５年度と同じく「５０ｇから１００ｇ未満」が最も多くな

りました。食事バランスガイドで推奨している１日２００グラ

ム以上を摂取できている人の割合は１３.６％で、令和５年

度と同じでした。また、果物をほとんど食べない人も含め

た全体でみると、「５０ｇ未満」の層が３８.３％、「５０～１００

ｇ未満」が２３.２％、「１００～１５０ｇ未満」が２０.８％、また、

１日２００ｇ以上の果物を摂取している人は全体の９.８％と

なっています。 

果物を１日に２００グラム摂取できていない理由として、

「値段が高く食費に余裕がないから」が５４.７％、「一度にそ

んなに量を食べられないから」が３４.４％、「他に食べる食

品があるから」が３１.０％、となっており、これ以外の理由よ

りもかなり高くなっています。令和５年度と同様に「値段が

高く食費に余裕がないから」が一番多い理由となりました。

特に、２０代の男性、２０代・３０代の女性では、「値段が高く

食費に余裕がないから」という理由が５０％を越えており、

年代別でも２０代から６０代のすべての世代で「値段が高く

食費に余裕がないから」という理由が最も高くなっていま

す。 

２ ２０代では果物の摂取を増やしたいと思っている人が５

割を越える 

今後の果物摂取の意向については、「特に変えようと思

わない」が６２.０％、「増やしたい」が３６.８％となっており、

令和５年度とほぼ同じ値となっています。２０代では、「増や

したい」が男性で４２.９％、女性が５９.９％と他の世代に比

べて高くなっています。年代別でみると、２０代では「増やし

たい」が５１.３％で最も高く、年代が上がるに

つれてその割合は減少し、６０代では２５.９％

となっています。なお、現在の果物摂取量別

にみると、現在の摂取量が２００ｇ以上の層は

増やしたいが５０.２％、１００ｇから２００ｇの層

は４２.３％、１００ｇ未満の層は３６.１％と段々

と低くなる傾向があります。   

果物の消費量を増やすための提供方法に

ついては、「多少外観は悪くても割安な果

物」が３７.７％、「皮がむきやすいなど簡単に

食べられる果物」が３０.１％、「購入後傷みに

くい果物」が２２.８％、「健康や美容にいい果

物」が１７.９％の順になっています。 

３ エシカルフルーツを知 っている人 は 

２３.８％、購入したことがある人は４６.５％ 

エシカルフルーツ(見た目の良くない規格

外 品 の果 物 )を知 っている人 は全 体 で 

２３.８％で、２０代から６０代までどの世代も 

２２％から２５％程度となっており、世代による

差はみられません。 

エシカルフルーツに関する情報の入手先

はテレビ５１.０％、インターネットが３４.３％、

店舗での表示が２０.８％で、テレビによる情

報入手は年代が上がるに従って高くなり６０

代では男性女性とも６０％を超えています。

一方、インターネットによる情報入手は２０

代、４０代で４５％程度と高く、５０代、６０代で

は２０％前半と低くなっています。 

エシカルフルーツを購入したことのある人

は、エシカルフルーツを知っている人のうち 

４６.５％で男性４５.９％、女性４７.１％とほとん

ど差はありません。年代別では、男性は若い
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図１ 果物の摂取頻度 

図２ 果物の摂取量 



7.8.1 全国みかん生産府県知事会議総会（都道府県会館） 

7.9.5 果樹産地における後継者・担い手育成の取組事例発表会（於 航空会館 

及び WEB 開催） 

世代ほど購入したことのある割合が高く、

２０代は５６.４％と６０代２２.７％の２倍以

上となっています。エシカルフルーツの

購入頻度は月１回程度よりも少ないが 

３６.０％と最も高く、月に２～３回程度が 

２８.９％が続いています。果物摂取量が 

２００ｇ以上の層では週に１回以上が 

１６.１％、月に２～３回程度が４０.３％と高

い割合となっています。 

エシカルフルーツを購入する理由は、

価格が安いからが６３.６％、規格外果物 

や傷物果物を無駄にしたくないからが 

４９.６％、食品ロス削減に貢献したいから

が４４.７％となっています。エシカルフル 

ーツを購入する際に重視する点は、価格

が３２.９％、味が２５.４％、果物の種類が

２１.５％となっています。女性は味が 

３０.３％と男性の１９.８％を１０ポイント程

度上回っています。 

４ 調査結果を振り返って 

果物をほぼ毎日摂取している人の割合

は２１.０％となり、令和５年度よりも０.６ポ

イント大きくなりましたが、「ほとんど食べ

ない」も２７.６％と令和５年度よりも１.２ポ

イント大きくなったため、毎日食べる人よ

りも６.６ポイント多くなりました。２０代、３０

代、５０代の男性では、３割以上の人がほ

とんど食べない(月に１日未満)と果物の

摂取動向は依然として低迷しています。

果物を１日２００グラム以上摂取できて

いる人の割合は１３.６％にとどまり、摂取

できていない理由としては、「値段が高く

食費に余裕がないから」が５４.７％と令和

５年度とほぼ同じ割合で、今年度も第１

位となりました。 

令和６年度は、エシカルフルーツにつ

いて調査を行いました。エシカルフルー

ツを知っている人は全体で２３.８％で世

代による差はほとんどありませんでした。

エシカルフルーツを知っている人のう

ち、購入したことのある人は４６.５％で、

男性、女性に差はありませんでした。エ

シカルフルーツを購入する理由は、価格

が安いからが６３.６％で、次に規格外果

物を無駄にしたくない、食品ロス削減と

環境問題への関心度が続いています。

また、購入に当たって最も重視する点は

３２.９％と価格への関心が高くなってい

ます。

エシカルフルーツの購入理由で最も多

いのは「価格が安いから」であり、一方、

果物の消費拡大策としては「多少外観が

悪くても割安な果物」が最も多く、エシカ

ルフルーツのアンケート結果は、このこと

を裏付ける結果となりました。規格外果

物へのニーズは高いものの、その認知

度、購入頻度は、まだ、それほど高くは

ないことから、規格外果物の加工、流

通、販売を工夫することで果物の消費拡

大につながる可能性も考えられます。
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